
林業試験場プロジェクト研究

「カラマツ落葉病抵抗性の 様式の

解明に関する研究」経過の概

カラマツ落府;点先村府とともに，カラマツ j立件j也l亡者しい波宮を与えているため，落葉Jrr41こ抵抗性

をもっWH不を波紋し?抵抗社実nJ 民間をつくり tj~， 9ーととが的く主主主是されてきた。

j でに昭和 14 年以米， れJ病研究右ーの子によって多数の治:集約低抗性 íl=1体が選佼され， イI]JJ内性の検定が

行われていた。近年，とれらの滋fん検定された抵抗性 frl~1体のツギキク口一ンが結実二付にj主し，交雑lと

より次代そι伴し沿る状出iとなっている。 また 11討ギ~_j 43 二(ドより落葉病抵}ìL刊について平均j検定法の伏先

が始めらオ l，検定法の開発が滋められていた c このような凶行の (iFf j';:によってルられた材料，成主長をもと

にして，落染病恨むいの迭fム様式?J:_.悦 i~JするためK共同研究を災施した。

本研究ではョ昔でに;2HÞ、，検定された択抗性クローン号~"J1 jI，、て，共存サ上IiJtI生が 'j'Jp~よる i宣伝段式をと

るかを[子]らか lとするとともに，九些;ljなに強度口) jI~jjC 引をもっゴと川樹首を引凌ずるための， またt百兆 Ut系統

の Hì:!l'llこ抵抗↑'Icj宣伝ずをとり人れるためのほ;係資料吾川る ζ とを 11 的とした。この/JJlj'C (とは下記の諸Wfブ己

主が多国i しョ 昭和 45 '1 J文より 51 1,1' J支までの 7 年間(l明 5 i千 II 則 2 年) , 7 íVI'j];.r;q白(使用クロ F ン

の選定，者花促進と 1 Ltc'h;f5ミ，う三Mi ， J'品 1主と張 IYî，長flli 店主j[ ， 杭定結果の遺伝バ，免Jthの設定〉長長

野，エ~;lL，北海道の 3 地域ごとにそれぞれ分拘しーて尖J1包した。

く研究組織〉

主11' !l! 長

造ji*f;ドiSfLTJ泊料法伝脊佳:èi~ 1, '.r~ 2，第 3 ， >r~ 4 耐卜2担当三， I同造林科述うこ耐火当

{~~生部桜j丙科Ii!tJ内研究実

Jヒjもよ道支幼子守林部予手段研究室， I司保設 r~l)樹病研究室

東北支J易保護印私河川タァプ五

北海道材:木育磁場

東北1本木育担1品

i刃京11'木育料匂長野事業jムl

f"r{-j和 45 ， 46 Ict 皮 (C ， 父h1;lt (と!tJいるクローンを選定し， オえ花促進と j能化への，IC性転換の方法について検

討した i九 選定されたクローンに殺iUIJ!:!i.(こよる若仕 uヒ i住処法を行った。 46 ， 47 年度lこは， 者花したク

ローンを m し、て， 長虫予， *;IL，北向道ω3 tlill!五で，低j;'c性クロ F ン li\J の相万交自己と，ね英樹クローンと抵

抗性クローンl!日の火山Uを:長行したoHしIL，北海道では抵クローンがまだ十分六きくなっていなかった

ために，三自主化促進処をしても雌花が少なく，また交ill~後球県が被害を交けるなど，計図どおりの火~，flf宝

子を偽ることができなかった。しかし.長野で(.;;t， 当初の交配よ:-~~Ij絞を多少泊少したが，計凶したうと配でほ

ほ所要の交雑極 fーと交雑i合、資料を f-~ることができた。

- )j , 45~'47 年度l口 約 mでの人ドを認のブ111; と抵抗']11 の校iL }jì去について予[Jfli災験を行った後 48

何度以降五として 49 ， 50 年度に， 主的したうと配家系昨を口弘、?と，長:Hy ， _ヰL北，北海道の 3 .tlß域で， 病菌

の人工jj;J'<jl試験を実践した。長野での談話試験の結民では，紡-v主同j クローンと挺j/L性クローンの交自己家系

群および抵抗性クローン間の相工L交配の家系群が， *Þi~~樹クローン lと結共和jの ìß介花粉を交配した家系lt'~

あるいは自然tえあ}の家系群より，在的皮が低かった。東北の i長_ti4~: ~Jt IjfrIの結果でも， îflt;t性クローンを交配
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親とする組合せの家系訴で怪病度がほく 3 落葉病jR抗性についての選抜の効果が位認されたしl

J七海道で \-';t J 2 午度にわたってくり返し実行した後種試験で検定結果のくい違いが大きく，年次司の十日

間が小さか勺た。同様の傾向は長野，東北の援活試験でも認められ，落存1禁81病丙f択氏七

J惟1官件i:定された C また，毘ミ日野j午干での抵tむ抗J九'1-~クロ一ン|間問の杓五交配の家系群でヲ 2 年度にわたってくり返し実行し

た桜町}試験では，日l!Jrjj皮のj件 L山口){三頼度が低く，家系内でのう子慨を I可思 lとす 6 ととができなかった。し

かし，日られた資料で一家系 l付の分桃状態をみる|絞りでは，また催約度についての統計内な解析結来でも，

落紫J1ki抗抗体が主仰J遺lふ {iと:支配されるものではなく，日喜与ナる遺伝子座数はあまり多くないが，ポリジ

ーンよく;1じであると考えられたり

なお，うど~~ík (乙よりつくり nrj された家系JJlは予ノた1':4禁JI!gjlf: JJc [:1 についてのJぺ;羽ω観塁走を行うために， 立

た1'1米の瓜iJc tiJ副友対象禁問としてほ目するために，長F予に日か所，北海J弘;東北に各 1 か所の試験sjljノキ

三n斗仁~--， ) ーい
ロ止ノ」い!'--()

ボ研究を混じて， ド記の諸点についてう習の明党の弁l二道が要望される。百 l' rOTI した交配組介泣の和子を:'.1:

)ifょするために ， U:;J~で効月~i'I'~な着花促進処]可I方法の j日発が必要である。また， 1:11よ九百のわ!伎について信頼

度の 1 1，当いJlUi::: ú立をろために，大量の守本で\1定実，迅速な後検定iJ、J主流立することが必要である。落葉

lIií抵抗慌のj~{三段ょについて- l,c2i 1~] lì(tSな知見を何あために，設泊三されたiム験J~lで今役とも槻察長縦続し 9

I，~ j対与を袋店ずる必要がある。

長後{己このプロジ「クト J引先の業績はラ不十世 iと悩秋されあ 8 慌の論文: (付、試プロジェクト研究2 業縫

1 -酒)とすでに他1誌で公表された編の前えがあるのでとでまとめておくこふにする。
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